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燃焼ガスの漏洩、導爆線の機能喪失

正常に分離

作動しなかった分離
機構への導爆線

固体ロケットブースター

作動しなかった
分離機構

：炭素繊維強化プラスチック（ＣＦＲＰ）（断熱材）

：３次元ｶｰﾎﾞﾝ･ｶｰﾎﾞﾝ（3DC/C）複合材（超耐熱部材）

Ⅰ．原因究明

①ノズル（噴射口）部の断熱材（ＣＦＲＰ：炭素繊維
強化プラスチック）に、燃焼ガスの流れの乱れや断
熱材の層間剥離等の要因が重なり、開発当時に
は想定していなかった板厚減少が発生し、小さな
穴が開き、燃焼ガスが漏洩した。

③分離信号を送出したものの、分離機構が作動せ
ず、２本装着されたＳＲＢ－Ａのうちの１本を分離
することができなかった（打上げ約１０５秒後）。

②漏洩した燃焼ガスにより、ＳＲＢ－Ａを分離する
ための導爆線が加熱され、機能を喪失した。

燃焼ガスが漏洩した
と思われる部分

温度計測部

燃焼ガス

ノズル断面図

破孔

板厚減少の
加速

スロートインサート ライナアフトＢ２

Ⅱ．今後の対策

１．固体ロケットブースタ（ＳＲＢ－Ａ）の設計変更
固体ロケットブースタ（ＳＲＢ－Ａ）については、断熱材の板厚減少の加速を抑えることを基本として、地上燃焼試験により十分なデータを取得した上で、次のとおり、
設計変更を行う。
○燃焼パターンを見直して、燃焼圧力を下げて流れの乱れを少なくする（①）。
○ノズルの設計を見直す（②～④）。

２．Ｈ－ⅡＡロケットの再点検
Ｈ－ⅡＡロケットの信頼性の向上のため、ロケット全体にわたり、設計の基本にまでさかのぼって再点検を実施中。この中で、導爆線を含む艤装についての再検証を行う。

④板厚設計の見直し

③スロートインサート（超耐熱部材）
の範囲拡大

①燃焼圧力
を下げる

②ノズル形状の見直し
（角度の変更）

コニカル型ノズル ベル型ノズル

地上試験を行い、
設計を変更

【ノズル部からのガス漏洩】 【導爆線の機能喪失】 【ＳＲＢ－Ａの分離失敗】
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